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着用履歴とユーザのフィードバックから衣服を推薦するハンガーラック

高橋 和也 ∗　　加藤 邦拓 ∗ 　　太田 高志 ∗

概要. 我々は外出時の衣服を天気や予定などをもとに選ぶが，様々な要素を考慮して衣服を選ぶことが億
劫に感じることや，外出後に着用した衣服がその日の気温に合わないと感じることがある．本研究では，過
去の着用履歴とユーザのフィードバックをもとに，その日の気温に適した服をユーザに推薦するハンガー
ラックを提案する．提案するハンガーラックは，ユーザが衣服を選ぶ際に，その日の気温をもとに過去の似
た気温の日に着用された衣服を候補として絞り込み，ユーザに推薦する．また一日の終わりに，衣服を収納
する際，ユーザは着用した服がその日の気温に合っていたかをフィードバックすることで，次回以降の衣服
の推薦に反映させることができる．提案システムにより，気温に合う衣服を考える負担の軽減や，その日の
気温に合っていない衣服の着用などの防止を目指す．

1 はじめに
我々は日常的に着用する衣服を選ぶ際，テレビ番

組やスマートフォンで天気予報を確認し，その日の
気温を確かめてから着るべきものを決定する．しか
しながら，天気の変化や降水確率などの情報に加え
て，その日の気分や直近に着たものなどを考慮に入
れて当日の服を選ぶことが面倒に感じられることが
ある．特に季節の変わり目は気温の変化が激しく，
長袖か半袖を着ていくか，あるいは上着が必要なの
かなど，より細かな配慮が必要となる．また実際に
外出した際に予想よりも暖かく，上着を手で持ち運
んでしまったり，予想より寒く，上着の必要性を感
じてしまったりと，後悔することも多い．
そこで本研究では過去の着用履歴とユーザのフ

ィードバックをもとに，その日の気温に適した衣服
をユーザに推薦するハンガーラックを提案する．ユー
ザが衣服を選択する際，システムは事前に取得した
天気予報の情報をもとに，過去の似た気温の日に着
用していた衣服を候補として絞り込み，最も適切で
あると判断されたものを手前にスライドさせユーザ
に推薦する（図 1）．またユーザは，一日の終りに
衣服をハンガーラックに戻す際，その日快適に過ご
せたかどうかのフィードバックを行なうことができ，
翌日以降の衣服推薦に反映させることができる．
衣服選択の煩わしさを軽減させる研究はこれまで

にも数多く行なわれてきた [2, 3, 4]．これらの手法
では，推薦された衣服がディスプレイに表示され，
その情報を元にユーザはただ受動的に服を着用する
ことが想定されていた．またこれらはユーザの行動
履歴（衣服着用時のシチュエーション，会った人，衣
服の組み合わせなど）[2, 4]や天気情報 [3, 4]を記
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図 1. ハンガーラック外観．ハンガーが手前にスライド
し，ユーザに提示される．

録し，ユーザの衣服選びの支援に活用していた．こ
の他，気温と天候の予報をもとにお勧めのコーディ
ネートをイラストで提示するスマートフォンアプリ
ケーションサービス [1]も存在している．これらに
対し本研究では，ハンガーラックそのものを拡張し，
追加のディスプレイ等を使用することなく日常の衣
服選びの支援を目指す．またユーザのフィードバッ
クを学習することで，より精度の高い衣服推薦を実
現する．

2 提案手法
図 1に試作したハンガーラックを示す．提案する

ハンガーラックは，ユーザが衣服を選ぶ際，システ
ムが自動的に取得した気温情報をもとに過去の似た
気温の日に着用された衣服を候補として絞り込み，
ユーザに推薦する．ハンガーラックには傾斜のつい
たレールが設置されており，ストッパ（リニアソレノ
イド）によりハンガーが固定されている．このストッ
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パを外すことで，ハンガーがレールに沿ってユーザ
側へとスライドし，ユーザへと提示される（図 1）．
またユーザはシステムにより推薦された衣服が気に
入らなかった場合，手前に提示された衣服を元の位
置に押し戻すことで，次の候補を提示させることが
できる．衣服を押し戻す動作は，レール上部に設置
したマイクロスイッチにより検知する（図 2）．ま
たユーザは着用した衣服を戻す際，着用した衣服が
その日の気温に適していたかどうかを評価すること
ができる．試作したハンガーラックは「思ったより
寒かった」と「思ったより暑かった」の 2種類のボ
タンを備えており，これらを押すことで次回以降の
衣服の推薦にユーザのフィードバックを反映させる．
またユーザが快適に過ごせたと判断した場合は，そ
のまま衣服を戻すことでフィードバックとして記録
される．
衣服の推薦は，ユーザの衣服の着用履歴データ

ベースをもとに行われる．着用履歴のデータベース
は，着用された服，日時，衣服着用期間の 1 時間
ごとの気温，およびユーザのフィードバック情報か
らなる．これらのデータは，一日の終わりにユーザ
が着用した衣服をハンガーラックに戻す際に記録さ
れる．衣服着用期間は，ユーザがハンガーラックか
ら選んだ衣服を着用し，ハンガーラックに戻すまで
の期間とした．現状ではプロトタイプとして，気温
情報をもとに推薦を行なうシステムを実装した．本
システムではサーバとして Raspberry Pi 3を使用
しており，ハンガーラックにかけられた衣服ごとの
過去の着用期間の平均気温が算出される．ユーザが
ハンガーラックから衣服を選択する際，システムは
その日の平均気温と比較し，気温差が小さいものか
ら順に推薦する．天気予報情報の取得には，Open
Weather Map1を使用した．

図 2. システム構成．

1 Open Weather Map : https://openweathermap.org/

3 議論
本研究では，着用履歴とユーザのフィードバック

から衣服を推薦するハンガーラックの提案を行なっ
た．提案するハンガーラックにより，毎日天気予報を
確認したり，それをもとに服を選ぶ負担を軽減する．
またシステムが衣服の絞り込みを行なう際に，ユー
ザのフィードバックを反映させることで，よりユー
ザが快適に過ごすことのできる衣服の推薦を実現す
る．試作したハンガーラックでは，衣服を着用した
ものの，外気温とそぐわなかったとユーザが判断し
た場合，物理的なボタンを押下することでフィード
バックを行なえるようにした．しかし，ボタンを押す
ことは日常的な衣服を戻す行為には含まれない動作
である．そのため今後は自然な形でユーザのフィー
ドバックを返す方法を検討する．また試作したハン
ガーラックでは，衣服をスライドさせユーザに提示
する設計とした．そのため，隣り合う衣服同士の摩擦
を少なくするために衣服の間隔を広く取る必要があ
り，ハンガーラック自体が大型化してしまうといっ
た制約がある．現状では最大で 5つまでしか衣服
を掛けることができないが，今後はより多くの衣服
の中から適切なものを推薦可能なシステムとしての
改良を予定している．現状の推薦システムでは衣服
の選定のために衣服着用期間の平均気温とユーザの
フィードバックのみを使用しているが，ユーザが外
出する時間帯，予定（外出先，会う相手）など，個
人の行動に即したデータを学習することで，ユーザ
にとってより適した衣服を絞り込むことが可能であ
る．また，気温だけでなく天候も衣服決定の要素に
追加することも検討する．本システムではユーザが
所有している衣服の中から最適なものを絞り込むが，
気温に適しているものをユーザが所有していない状
況も想定される．所有している衣服以外の適した衣
服の購入を促すようなシステムも検討していく．
提案システムでは，ユーザが服を着用することで

情報が入力され，服を押し戻すことでハンガーラッ
クそのものとのインタラクションを実現した．ユー
ザの所有する衣服がユーザインタフェースとなり，
ハンガーラックから衣服を取る日常の動作を入出力
とし，コンピュータが生活に溶け込む「アンビエン
ト・コンピューティング」を目指した．我々がコン
ピュータを操作している感覚なしにコンピュータの
恩恵を受け，服選びがより簡単なものになることを
期待したい．本研究では，今後ハンガーラックへ掛け
る全ての衣服にランドリーRFIDタグを装着し，衣
服着用の検知を検討している．しかし，ユーザ自身
が手動で衣服へのタグ装着とシステムへの登録を行
なうことは実用的でない．一方で，昨今では RFID
タグを活用した POSシステムや商品在庫管理シス
テムが一部の衣料品店で既に実用化されている．こ
うした技術を積極的に活用することで，今回著者ら
が提案したシステムなどへの応用が期待できる．
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